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要  旨 

 

先進国を中心に世界の多くの都市で、多様な事業体によって運営される公共交通の運賃を

統合する動きが活発になってきている。統合のおもな目的は、効率的な経路が割高であるこ

とに起因する消費者の選択の歪みを除去したり軽減したりすることである。本論文では、公

共交通の利用者とサービス提供者の簡単なモデルを用いて、運賃統合のそのような効果を分

析する。とくに、ある条件のもとでは、利用者の所得と交通事業者の収入をそれぞれ再分配

することによって、すべての利用者とすべての事業者の厚生が改善されるような共通運賃が

存在することを示す。 
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